
CR1500および CR1100のシャットダウン後の起動対策 
 

CR1500および CR1100で Windows 10/11 OS起動のパソコンへ USBケーブルを接続状態でシャットダウンを行うと

次回の Windowsパソコンの起動時にスキャンできない現象が発生します。 

ただし、起動状態のパソコンへ CR1500/CR1100の USBケーブルを接続するとこの現象は発生しません。 

 

パソコンのシャットダウン時に CR1500/CR1100 のセルフチェックで HID インターフェイスを誤認識する現象で

す。 シャットダウン時に CR1500/CR1100が USBケーブル接続していなければ、起動時の現象は発生しません。 

 

 

起動対処 設定コード： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CR1500および CR1100の文字欠落対策 

Windows 10/11 OSでメモ帳などに USB HIDキーボードインターフェイスで入力する際にスキャンデータが正しく

入力できない現象が発生したら下記の文字間遅延設定を行ってください。 

 

１．推奨値 20m秒／文字間 

 

 

 

 

２．正常に入力できない場合には、遅延時間を延ばしてください。 

 ◆ 25m秒／文字間      ◆ 30m秒／文字間 

 

 

 

 

 

 ◆ 40m秒／文字間      ◆ 60m秒／文字間 

 

 

 

 

 

 

この設定コードを１度スキャンすることで上記の現象対策が完了します。 初期化（Factory Defaults）

を行わない限り、再設定の必要はありません。 
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